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国際文化学部は 1999 年の学部開設当初から基本的に全学生を SA
（Study Abroad）で海外に送り出すことを学部教育の大きな特徴とし
てきた。一方で受け入れ態勢は遅れ、留学生入試の実施は 2011 年度
からであり、また日本語能力を重視した現行の方式では、入ってくる
のは韓国・中国（香港を含む）・台湾など、近隣の東アジア諸国の出
身者にほぼ限られると思われる。７言語 10 ヶ国 16 大学に学生を送出
している SA 制度と照応して、多言語・多国家から留学生を受け入れ
る学部独自の制度が整うことが理想だが、現実的には難しい。
そこで今年度、大学間の協定で半年ないし１年間来校し、従来は書
類上だけにすぎなかった本学部所属の交換留学生を歓迎する催しを、
学術データベース学部共通費を使って実施することを発案し、学内に
いる欧米系の留学生と学部学生の交流の第一歩とした。秋学期、本学
部ではイギリス２名、フランス３名、ドイツ１名、ラトビア１名の７
名を新規に受け入れたが、この春から継続して在籍するドイツの２名
を加えた合計９名に案内状を送付した。当日はこの一部と、他学部に
在籍する交換留学生なども来場し、学部学生および教職員を含めた約
40 人で楽しいひとときを過ごした。
特筆すべきは、この歓迎会を発案し予算を確保したのは学部だが、
実際の準備作業や当日の運営など一切を、呼びかけに応じて集まった
学部学生 20 数名が協力して担ったことである。交流の内容も学生た
ちの創意工夫で、椅子取りゲームのほか、PC で大学周辺や居酒屋の
紹介をしたり、法政大学に関するクイズを出したりした。日本文化の
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紹介として手巻き寿司の材料を用意し留学生に自分でつくって食べて
もらったり、各種の和菓子を取り揃えたりした。司会進行は基本的に
英語で、歓迎のスピーチも SA でレベルアップさせた英語・フランス
語・ロシア語で行なった。この交流の模様は、大学のウェブ上でも紹
介された。
今回のイベントが契機となり、交換留学生と学部学生との継続的な
交流が促進され、「内なる国際化」環境整備の一助となることが期待
される。将来的には、こうした学部所属の交換留学生と学部生が、授
業のなかで交流しながら学べるような仕組みをつくることも、グロー
バル化推進に向けた検討課題と言えよう。
手巻き寿司に挑戦する交換留学生たち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●日　時：2013年９月28日（土）　15：30 ～ 17：30
●場　所：法政大学ボアソナード・タワー　25階　B会議室
●内　容：歓迎スピーチ、手巻き寿司つくり、ゲーム、クイズ、など。
　　　　　終了後にキャンパスツアー
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「アフロアジア」について
江村　裕文
　今私の手元には最近資料室で購入した一冊の洋書がある。Zygmunt 
Frajzyngierと Erin Shayの編集による「The Afroasiatic Languages」で、ケ
ンブリッジ大学の出版局から 2012年に第一刷が出版されたものであ
る（購入は 2013年 6月 1日）。この書籍の題名を見ても理解できるよ
うに、「Afroasiatic」つまり「アフロアジア」という呼称は、世界的に
かなり通用する一般的な呼称であることがわかる。「アフロアジア」
という呼称を題名に使用した、日本語で書かれた最初の書物は、筆者
も関係した、山川出版社から出版された〈民族の世界史〉というシリー
ズの第 11巻『アフロアジアの民族と文化』（1985年）であろう。
　この本の中で筆者は「スワヒリ語の世界」という部分を執筆したが、
本稿では、「アフロアジア」という呼称そのものの解説を試みたい。
　というのは、この地域の言語・歴史・宗教等に関係する専門家（た
ち）にとっては常識となりつつあるこの呼称の内容や意味について日
本ではまだまだ人口に膾炙しているとは言えないようだからである。
　実はこの書物の「序章」がまさに〈「アフロアジア」とは何か〉と
題されている。だからこれを読めばこの呼称になじみがない人でも、
「アフロアジア」とは何かがわかるはずなのだ。しかしあえてここで
はその内容の概略をわかりやすく解説してみたい。この小論が、この
呼称およびこの呼称があらわす内容や意味について理解をしていただ
く道案内になればと願っている。
　現在「アフロアジア」という呼称で呼ばれている地域は、地理的名
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